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本⽇のトピック

１．主要作物における気候変動影響・適
応技術の将来予測の最近の傾向

２．国内における研究の動向

３．今後の展開
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- 適応は進⾏しているが、⼗分ではない（適応の
限界）

- 適応には、共便益をもたらすものもあれば、予
期せぬ悪影響をもたらすものもある

- 適応については、共便益を活⽤すると同時に、
悪影響を排除する必要がある

IPCC第２作業部会第6次報告書

農業・⾷料関係の章における適応に関連する主要なメッセージ
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主要作物に及ぼす影響予測に関する研究の動向

公表年 シミュレーション数
1984-1990 20
1991-2000 304
2001-2010 830
2011-2020 7549

Hasegawa, T., Wakatsuki, H., Ju, H., Vyas, S., Nelson, G. C., Farrell, A., … Makowski, D. (2022). A global 
dataset for the projected impacts of climate change on four major crops. Scientific Data, 9(1), 58. 
https://doi.org/10.1038/s41597-022-01150-7

気候シナリオと作物予測結果に関する系統的レビュー

1884年から2020年までに発表された202論⽂の結果から、
グローバルデータセットを構築
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今世紀半ばの主要4作物の収量の変化率（%)の推定

上段適応なし、下段適応あり。RCPは温室効果ガスの代表的濃度経路
箱の上下は四分位範囲（IQR）、中線は中央値、ひげの上端と下端は、中央値1.5×IQR±中央値。シ
ンボルは1.5×IQRの外側の値を⽰す。

Hasegawa, T.et al. (2022). Scientific Data, 9(1), 58. https://doi.org/10.1038/s41597-022-01150-7

現在気温が⾼い地域では、温暖化の負の影響が顕著

2001〜2010年に対する相対値
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温暖化時の適応ポテンシャル
適応を⾏ったときと⾏わなかったときの気候変動による収量変化率の差。

Wakatsuki H. et al. (2003) Curr. Opin. Environ. Sustain. 60:101249
https://doi.org/10.1016/j.cosust.2022.101249

1850-1900年からの温度上昇で補正

現在気温が⾼い地域では、適応ポテンシャルも低い傾向
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2007年以前はIPCC第1〜4次報告、2007-2013年は第5次報告、2014〜2020年は
第6次報告期間。nは論⽂数。

研究対象となっている適応の種類

Wakatsuki H. et al. (2023) Curr. Opin. Environ. Sustain. 60:101249
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国内における研究の動向



コメの収量は従来予測よりも
多くの地域で低下する

従来モデル 最新モデル

相対収量(1981-2000年平均を100として)

今世紀半ば（MIROC5: RCP8.5）

西日本：（従来）収量確保→（最
新）減収地域が出現 * 日本全国平
均＋15%→±0%に下方修正（当社比）

関東以⻄で⽩未熟粒率の増加
がより顕著に

最新モデル従来モデル

今世紀半ば（MIROC5: RCP8.5）

白未熟粒率(％)

全国平均で、今世紀半ば
従来15%→最新20%
* 今世紀末に30%→40%に増

2003年時点の普及品種を対象に適応策を取らない場合 20210719プレスリリース

気候変動影響評価（⽔稲）：⽔稲収量・品質
* NARO2017で温暖化傾向中庸な気候予測モデル／RCP8.5: CO2排出⼤≒昇温⼤
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農研機構2017年研究成果情報「北海道を除く全国の水稲高温

登熟性標準品種の選定
(https://www.naro.affrc.go.jp/project/results/4th_laboratory/nics/2017/17_0
38.html)を農林水産省「農業生産における気候変動適応ガイド 水稲編」で
改変(https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/attach/pdf/index-
102.pdf)

進⾏しつつある適応：⾼温耐性品種の導⼊

農林⽔産省ホームページより
https://www.maff.go.jp/j/seisan/syoryu/kens
a/kome/k_kikaku/k_kaisetsu/index.html

各地で⾼温耐性品種が徐々に拡⼤（2016年は6％→2021年に12％）
現在、導⼊効果の定量的評価を試⾏中



Sugiura et al. (2018: The Horticulture Journal), 17JUN2019 NARO Press Release

Normal            Poor-Color

ʻKyohoʼ 

'Grosz Kroneʼ

Frequency of occurrence for Poor-Color Skin of Grape Berries

NARO2017シナリオ利⽤
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今後の展開（まとめにかえて）
• 適応は進んでいるが、その効果の定量的な評価は限られ

ている。温暖化レベルごとに適応の効果および限界を定
量化する必要がある。

• 温暖化緩和、⽣物多様性の保全など共便益を⽣かすよう
な変⾰的な適応のためには、多⾯的な評価が必要である。

実⾏可能性の指標 適応の効果に関する指標
経済的側⾯ リスク・脆弱性の低減
技術的側⾯ 社会的福利の向上
制度的側⾯ 環境の改善
環境的側⾯ 経済的資源の増加
物理的側⾯ 制度の強化

適応オプションの多⾯的な評価指標の例

Singh et al. (2020) Climatic Change, 162(2), 255–277.
Owen, G. (2020) Global Environmental Change, 62, 102071.


